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１．主要渋滞箇所の特定解除について
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兵庫県の主要渋滞箇所は平成２４年に２０２箇所を選定・公表し、平成２９年度以降は本協議会で承認を得た「特定解除フ
ロー」に基づき、今年度第１回渋滞対策協議会までに２４箇所が特定解除されている。

特定解除要件として、「旅行速度２０ｋｍ／ｈ以上」または「信号待ち回数２回以下」の２年連続確認が必須とされており、特定
解除箇所の増加を阻む要因となっていることとから、令和２年度より「信号待ち回数の簡易調査」を導入している。

平成24年度
平成25〜28年度 渋滞対策の基本⽅針の検討・検討体制の構築 他

主要渋滞箇所の⾒直し（2箇所）
信号待ち回数の簡易調査⼿法承認

主要渋滞箇所の⾒直し（5箇所）
信号待ち回数の簡易調査 導⼊令和２年度

平成30〜令和元年度（事務局検討）特定解除に関する課題検討

主要渋滞箇所202箇所の選定・公表

平成29年度 特定解除フローの承認
主要渋滞箇所の⾒直し（1箇所）

平成30年度 主要渋滞箇所の⾒直し（4箇所） 他

令和元年度

主要渋滞箇所の⾒直し（12箇所）
特定解除に向けた対策の進め⽅（TDM等）令和３年度

R3年度第1回渋滞協までの
特定解除状況

上陰

剣⼤橋
つるぎヶ丘

上野南
⼀本柳和⽥⼭インター前

徳久駅前

坂越橋東詰

志知

勝原橋

野⼝
⼭ノ越

繁昌

南⽥原
⽟野

⽥井南
⻄⼾⽥

多聞町⼤⾨

波賀野

万善

多⽥⼤橋⻄詰

⼩浜 ⼤⿅
⼩井ノ内

令和元年度 簡易調査試⾏実施（国道171号 ⼤⿅交差点）
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■特定解除フロー（平成２９年度渋滞対策協議会承認）
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■信号待ち回数の簡易調査（令和元年度渋滞対策協議会承認）

 平⽇・休⽇等、選定時要件と合わせた調査⽇時を設定する
 ETC2.0の旅⾏速度や、過年度の交通量・渋滞調査結果を⽤いて机上で混雑時間帯を特定し、調査時間帯
を絞ることで効率化を図る

 調査マニュアルを作成し、調査⼿法・判断基準の統⼀化を図る

■ETC2.0による調査時間帯の絞込み ■調査マニュアル



２．今年度の簡易調査実施判断について
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緊急事態宣言下では、通常時とは異なる交通状況となった箇所が存在したが、９月３０日の緊急事態宣言解除後の交通状況
は平時の状況に戻りつつあるものと想定されることから簡易調査を実施を各管理者に周知した。

個別箇所の状況については、交通状況に影響与えるような周辺施設の休業等が生じていなかったなど、判断基準を位置リス
カした「簡易調査実施チェックシート」を配布し、管理者自身でコロナ禍の影響を確認した上で簡易調査を行っている。

チェック項⽬ 内容

⼤型商業施設の休業等による
影響

• 商業施設関連の渋滞が⽣じていた箇所について、
商業施設の休業等で渋滞が緩和・解消している
状況が⽣じていないか確認

観光施設の休業・観光客減少
による影響

• 観光交通による渋滞が⽣じていた箇所について、
観光施設の休業・観光客の減少によって渋滞が
緩和・解消している状況が⽣じていないか確認

⾼速道路等の利⽤状況変化に
よる影響

• ⾼速道路等の幹線道路へのアクセス交通で渋滞
が⽣じていた箇所について、⾼速道路等の利⽤⾞
両減少によって渋滞が緩和・解消している状況が
⽣じていないか確認

企業活動の変化による影響
• 周辺企業の休業や時差通勤等により、渋滞が緩

和・解消している状況が⽣じていないか確認
• ピーク時間がずれて渋滞していないかも含めて確認

通勤・通学⾏動の変化による影
響

• 在宅勤務等により交通量が減少している状況が
⽣じていないか確認

• 公共交通機関を避けて、⾃家⽤⾞による通勤に
切り替えた交通が増加し、渋滞が悪化している状
況が⽣じていないか確認

物流⾞両の増加による影響 • 物流⾞両の増加により渋滞が悪化している状況が
⽣じていないか確認

※その他の交通状況変化や、特段の事情がある場合は自由記載で対応

簡易調査実施予定箇所

新型コロナウイルスの影響等を
チェックシートを⽤いて
管理者で実施判定

ｚｚ
時間帯別旅⾏速度・
過年度調査結果より
調査時間帯を設定

調査実施 調査⾒送り

ｚｚ
チェックシートに

⾒送り理由を記載し
事務局に返信

ｚｚ調査実施

来年度以降改めて調査を実施し、
特定解除を⽬指す

チェック内容



３．特定解除フローによる令和４年度解除候補箇所判定結果

対策実施状況と、ＥＴＣ２．０プローブデータによる令和３年９月～１１月の旅行速度の状況と、信号待ち回数の調査結果（簡易
調査含む）を踏まえて主要渋滞箇所の解除判定を行った結果、５箇所が特定解除候補となっている。

簡易調査対象箇所で調査結果の取りまとめが終わっていない箇所については、調査結果の取りまとめが終わり次第特定解
除を判定、６月頃に各管理者に照会、令和４年度第１回渋滞対策協議会で特定解除する。
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主要渋滞箇所178箇所 令和４年２⽉１０⽇時点

※上記、箇所数については調査取りまとめ中の箇所が
他にもあり、結果により増加する場合がある

※



４．令和４年度解除候補箇所の位置図
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■令和４年１⽉時点の特定解除候補（R４年度特定解除予定）

昆陽⾥島

坂越橋⻄詰

中島

上⼩⽥北

島

坂越橋⻄詰

坂越橋東詰
（解除済）

上⼩⽥北

昆陽⾥

昆陽

中島

⻘雲橋北詰

新潮橋北詰


